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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

北
杜
市
立
塩
川
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
杜
市
須
玉
町
藤
田
七
百
七
十
三
番
地

二
　
認
定
期
間

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
一
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
次
の
救
急
病
院
か
ら
同
項
の
申
出
の
撤
回
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

須
玉
町
外
一
ヶ
村
病
院
組
合
塩
川
病
院

北
巨
摩
郡
須
玉
町
藤
田
七
百
七
十
三
番
地

二
　
撤
回
年
月
日

平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市

川
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
遅
沢
静
川
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
遅
沢
字
志
坊
一
八
九
八
番

旧

一
〇
・
〇
〜

六
七
・
三

の
一
地
先
か
ら

二
七
・
五

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
遅
沢
字
前
田
一
八
〇
〇
番

の
三
地
先
ま
で

新

一
一
・
〇
〜

六
七
・
三

三
〇
・
五

山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
中
地
域
振
興
局
建

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
八
一

山
梨
県
公
報
平
成
十
六
年

十
二
月
十
三
日

第
千
五
百
三
十
二
号

月　曜　日



設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
甲
府
玉
穂
中
道
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
大
里
町
字
東
耕
地
二
一
五
四
番
の
五
二
地

旧

五
・
九
〜

一
五
二
・
〇

先
か
ら

七
・
五

甲
府
市
大
里
町
字
東
耕
地
二
一
九
二
番
の
一
地
先

ま
で

新

九
・
〇
〜

一
五
二
・
〇

九
・
五

山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
中
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
甲
府
昇
仙
峡
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
竹
日
向
町
字
羅
漢
尻
八
二
九
番
の
一
地
先

旧

六
・
〇
〜

二
七
・
〇

か
ら

六
・
八

甲
府
市
竹
日
向
町
字
羅
漢
尻
七
九
三
番
の
一
地
先

ま
で

新

一
〇
・
七
〜

二
七
・
〇

一
二
・
二

公
　
　
　
告

'

公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
付
け
で
甲
府
市
大
里
土
地
区
画
整
理
組
合
理

事
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
作
業
種
類
　
公
共
測
量
（
甲
府
市
大
里
土
地
区
画
整
理
事
業
）

二
　
作
業
開
始
日
　
平
成
十
六
年
四
月
二
十
三
日

三
　
作
業
終
了
日
　
平
成
十
六
年
十
一
月
十
五
日

四
　
作
業
地
域
　
甲
府
市
大
里
町
西
部

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
田
富
町
西
花
輪
字
阿
原
前
二
九
一
八
の
四
、
二
九
一
八
の
五
及
び
三
〇
五
四
の
一
の
区

域
二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
湯
村
一
丁
目
九
番
二
十
七
号
　
株
式
会
社K

O
K
U
S
A
I

・G
R
O
U
P

代
表
取
締

役
　
中
山
聖
来

'

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
明
野
地
区
浅
尾
原
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
十
六
年
十
一
月
三
十
日

実
施
し
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

監
査
委
員

山
梨
県
監
査
委
員
告
示
第
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

七
八
二



査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 状 況 に つ い て 通 知 が あ っ た の で 、 次 の と お り 公 表 す る 。

平 成 十 六 年 十 二 月 十 三 日

山 梨 県 監 査 委 員 　 　 高 　 　 石 　 　 国 　 　 康

同 　 　 　 　 　 　 　 　 早 　 　 川 　 　 正 　 　 秋

同 　 　 　 　 　 　 　 　 前 　 　 島 　 　 茂 　 　 松

同 　 　 　 　 　 　 　 　 高 　 　 尾 　 　 堅 　 　 一

ろ ろ ろ ろ ろ ろ

山 梨 県 公 報 　 　 第 千 五 百 三 十 二 号 　 　 平 成 十 六 年 十 二 月 十 三 日 七 八 三

　　　　○甲陽学園�
１　監査執行年月日　　平成16年5月21日�
２　監査対象期間　　平成15年度�
３　指　摘　事　項　　児童福祉施設費負担金の収入未済金のうち、時効の成立により�
　　　　　　　　　　債権が消滅しているものについて、不納欠損処分を指導してきた�
　　　　　　　　　　ところであるが、改善が見られなかった。�
４　講 じ た 措 置　　平成16年8月18日に、本庁へ不納欠損処分の合議を行った結果、�
　　　　　　　　　　同月27日に知事の承認を得たため、同月31日に不納欠損処分を行�
　　　　　　　　　　った。�
　　　　　　　　　　　今後こうした事態が発生しないよう、適正な債権管理に努めて�
　　　　　　　　　　いく。�
�
　　　　○森林総合研究所�
１　監査執行年月日　　平成16年5月26日�
２　監査対象期間　　平成15年度�
３　指　摘　事　項　　長期の収入未済金（債務者の死亡等により、債権の回収が不可�
　　　　　　　　　　能な珪石売却代金）があり、不納欠損処分を指導してきたところ�
　　　　　　　　　　であるが、処理されていなかった。�
４　講 じ た 措 置　　今回の指導を踏まえ、関係法令等に則り、より適切な債権管理�
　　　　　　　　　　に努めていく。�
�
　　　　○富士北麓・東部地域振興局　吉田林務環境部�
１　監査執行年月日　　平成16年7月26日�
２　監査対象期間　　平成15年度�
３　指　摘　事　項　　小規模治山工事において、当初設計の積算に誤りがあり、工事�
　　　　　　　　　　費が過大となっていた。�
４　講 じ た 措 置　　工事の設計積算に当たり、従来のチェック体制を見直し、より�
�

�
　　　　　　　　　　充実したチェック機能の強化を図ることとした。�
　　　　　　　　　　　また、積算システム体系の理解度の向上、同システムの基本と�
　　　　　　　　　　なる積算基準等の習熟のため、部内で研修会を開催し、職員の技�
　　　　　　　　　　能向上に努めている。�
�
　　　　○峡中地域振興局　建設部�
１　監査執行年月日　　平成16年9月6日�
２　監査対象期間　　平成15年度�
３　指　摘　事　項　　道路使用料・河川使用料及び行政財産使用料の収入未済金のう�
　　　　　　　　　　ち、時効の成立により債権が消滅しているものについて、不納欠�
　　　　　　　　　　損処分を指導してきたところであるが、改善が見られなかった。�
４　講 じ た 措 置　　道路使用料・河川使用料及び行政財産使用料の収入未済金のう�
　　　　　　　　　　ち、時効の成立により債権が消滅しているものについて、平成16�
　　　　　　　　　　年10月25日付けで不納欠損処分を行った。�
�



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
三
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日

七
八
四


